
広報はっぽう　2026.7月号 26広報はっぽう　2026.7月号27

CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

屋
部
の
隊
力
協
し
こ
お
域
地

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

お
く
や
み

（敬称略）

（
５
月
31
日
現
在
）

人
の
動
き

■
人
口　

５
，８
３
２
人（
15
人
減
）

　

●
男　

２
，７
５
０
人（
３
人
減
）

　

●
女　

３
，０
８
２
人（
12
人
減
）

■
異
動
内
訳

　

●
出
生 

１
人

　

●
死
亡 

15
人

　

●
転
入 

７
人

　

●
転
出 

８
人

■
世
帯
数

　
　
　
２
，８
８
５
世
帯（
７
世
帯
減
）

（
　
）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

 

（
外
国
人
を
含
む
）

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
木
村
ま
ゆ
み
で

す
。
日
ご
と
に
暑
さ
が
増
し
、
眩
し
い
夏

の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

協
力
隊
と
し
て
二
度
目
の
夏
を
迎
え
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
活
動
も
さ
ら
に
深
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
な
が
ら
、
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
五
月
十
九
日
に
は
町
内
で
栄

養
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
管
理
栄
養
士
と

し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
「
食
と
健
康
」
に

つ
い
て
語
り
合
う
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
食
へ
の
探
究
心
を
胸
に
、
先
日
、

八
峰
町
が
誇
る
新
た
な
特
産
品
「
輝
サ
ー

モ
ン
」
の
水
揚
げ
と
加
工
作
業
の
見
学
に

伺
い
ま
し
た
。
目
の
前
で
次
々
と
水
揚
げ

さ
れ
る
大
ぶ
り
の
サ
ー
モ
ン
は
、
一
尾
一

尾
が
文
字
通
り
キ
ラ
キ
ラ
と
美
し
く
輝
い

て
お
り
圧
巻
の
一
言
。
お
刺
身
を
い
た
だ

く
と
、
驚
く
ほ
ど
脂
が
の
っ
て
い
る
の
に

一
切
く
ど
さ
が
な
く
、
そ
の
上
品
な
味
わ

い
に
感
動
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
脂
が
の
っ

た
「
ハ
ラ
ス
」
を
皮
目
パ
リ
パ
リ
に
焼
い

て
食
べ
た
ら
、
も
う
絶
品
。
ご
飯
が
何
杯

で
も
進
み
そ
う
な
美
味
し
さ
で
す
。
旨
味

が
た
っ
ぷ
り
出
た
あ
ら
汁
も
格
別
で
し

た
。

　
水
揚
げ
さ
れ
た
サ
ー
モ
ン
は
加
工
会
社

で
部
位
ご
と
に
加
工
さ
れ
出
荷
さ
れ
る
の

で
す
が
、
「
あ
ら
」
の
利
活
用
を
決
め
た

の
が
、
「
ひ
よ
り
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
八
峰
町
の
し
ょ
っ
つ
る
は
ハ
タ
ハ
タ
が

メ
イ
ン
で
す
が
、
実
は
他
の
魚
で
も
作
っ

て
い
た
歴
史
が
あ
り
、
今
年
は
こ
の
輝
サ

ー
モ
ン
も
含
め
、
様
々
な
魚
で
仕
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
輝
サ
ー
モ
ン
の
加
工
で
特
に

感
動
し
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
細
や
か
な
こ

だ
わ
り
で
す
。
樽
ご
と
に
味
を
均
一
に
調

え
る
た
め
、
あ
ら
の
部
位
ご
と
に
き
っ
ち

り
切
り
分
け
、
す
べ
て
が
同
じ
割
合
に
な

る
よ
う
計
算
し
て
い
た
の
で
す
。
地
域
の

伝
統
を
支
え
る
皆
さ
ん
の
妥
協
の
な
い
確

か
な
技
と
知
恵
の
深
さ
に
は
本
当
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
冬
に
は
美
味
し
い
し
ょ
っ
つ
る

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
す
で
に
瓶
の
選

定
や
、
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
を
一
緒
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
八
峰
町
の
新
し
い
名
物

を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
！

　
誇
る
べ
き
豊
か
な
食
材
と
、
そ
れ
を
守

り
育
て
る
温
か
い
人
々
の
手
仕
事
が
あ
る

八
峰
町
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と

手
を
取
り
合
い
、
そ
の
魅
力
を
全
力
で
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第106回

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

佐
々
木　
誠
悦
（
小
手
萩
）

亡
父　
鐵　
治

金
平　
喜
代
三
（
大
信
田
）

亡
母　
ミ　
サ

船
越　
久
美
子
（
中
浜
）

亡
夫　
美　
雄

薩
摩　
龍
太
郎
（
石
川
）

亡
母　
カ
ツ
子

工
藤　
浩
正
（
横
間
）

亡
父　
勝　
男

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

薩　
摩　
カ
ツ
子
（
92
）
カ
ッ
チ
キ
台

工　
藤　
勝　
男
（
72
）
横　
間

金　
平　
ミ　
サ
（
97
）
大
信
田

伊　
藤　
鉄　
美
（
92
）
沼　
田

門　
脇　
サ　
ツ
（
86
）
滝
の
間

後　
藤　
隆　
成
（
59
）
畑　
谷

三　
輪　
フ
ミ
子
（
91
）
岩
館
２

武　
田　
武　
藏
（
88
）
八
森
３

佐
々
木　
キ　
ヨ
（
85
）
岩　
子

坪　
田　
圭　
一
（
69
）
八
森
３

菊　
地　
貞　
子
（
96
）
岩
館
２

年　
代　
フ
ヅ
子
（
88
）
八
森
３

５月

　学校が呼んでいます。
子どもたちが待っています！

　先日、ある会合で、出席した女性の方から、「最近、
学校の敷居が前より低くなったような気がします。」
との一言がありました。この方は、普段から学校や周
りの子どもたちの様子に関心を持っておられて、子ど
もたちのことをよく話題にしてくださる方です。
　先月のこのコラムでも取り上げましたが、コミュニ
ティ・スクールの目指す先にあるのは、地域と学校が
一緒になって子どもを育てることです。そこに向けて
の手がかりとして、まずひとつは、地域の皆さんに学
校や子どもたちに関心を持ってほしいこと、さらには、
機会をとらえて、学校に足を運んでいただき、実際の
様子を直接肌で感じてほしいことを挙げました。
　最近は、町で子どもたちを見かけることも少なくな
ってきましたし、そのこともあってか、以前に比べて
なかなか学校に関心が向かなくなってきた方も少なく
ないでしょう。
　でも、私たちの生活の周りから少しずつ影が薄くな
ってしまいかねない学校や八峰の子どもたちだからこ

そ、何かの折に気にかけてくださればたいへんありが
たいことです。
　そして、さらに話題はもうひとつ。
　ある高齢の方から、「この間の運動会に行ってみた
けど、とってもおもしろかったよ。もう、私は子ども
も孫も卒業して、学校にはだれもいないんだけどね。
でも、一生懸命の子どもたちからいっぱい元気をもら
いましたよ。」とのお話をいただきました。
　この方からの一言、そして先の女性の方のお話は、
目指すコミュニティ・スクールの方向に、明るい光を
もたらしてくれているような気がしました。ありがた
いことです。今後、このような思いを抱く皆さんが少
しでも増えてくれれば、これほどうれしいことはあり
ません。もちろん、学校でも皆さんをお迎えする手立
てをさまざま工夫しています。
　子どもの数がものすごい勢いで減少してきているの
はご承知のとおりです。でも、人数の減少を嘆くばか
りではなく、その貴重な子どもたちに対して、その分、
熱い想いを寄せながら、地域住民みんなで八峰の子ど
もたちをたくましく育てていきたいものですね。

（文責・ＣＳＤ工藤克弥）

小学校運動会の一コマトマト、ナス
きゅうり
夏野菜を食べて
夏を乗り切ろう


